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系と同等な系の直観的な議論によりn(i)～t-i/2を導いているが,これはd>2でのみ正しい｡
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2.異常揺動における空間的ゆらぎの効果
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1)
液晶のウィリアムズ ･ドメインのパターン形成に関する実験が甲斐達によって行われている｡

彼等はディレクターのパラメータ発振の振幅の空間的平均 を¢としたとき,次のような量

<y(i)>-<4,(i)/¢63)>,<(y(tト <y(i)>)2>

を観測し,ゆらぎの異常揺動理論2)と比較しているムそれによると,実験結果は理論とよく合

うが,分散は後期過程 (ピークを過ぎた後 )でいくぶん大きな方にずれることが観測されてい

る ｡

ここでは,TDGI｣方程式に従うオーダーパラメータについて, その空間平均の時間変化と

分散について,オーダーパラメータの空間的なゆらぎを考慮に入れて計算した｡上の<γ(≠)>

やその分散をちゃんと計算しようと思えば,時刻 まとま--における条件確率が必要になり,

非常にむずかしくなるので,あらかじめ,オーダーパラメータの値を不安定点からわずかにず

らした状態から出発し,初期の空間的なゆらぎも小さいと仮定して,オーダーパラメータの時

間変化と分散を計算した｡

マスター方程式から出発し,TD.GL方程式が出るように遷移確率をとり, それから分散に

対する発展方程式を導き,それに基づいて計算を行った｡結果は,オーダーパラメータの時間

変化は,空間的なゆらぎを考慮に入れない場合とあまり大きくはずれないが,分散は後期過程
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で大きい方にずれ,またピークの位置も後期の方にずれることが分った｡しかしながら,液晶

における実験結果と比較できる程までにはなっていない｡
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1･ 二次元混晶磁性体K2CuxCo卜 xF4 およびK2CuxMn1_xF4の

強磁性共鳴

安 部 貴 之

二次元強磁性一反強磁性混晶系K2Cu∬Co卜 xF｡およびK2CuxMnl_xF｡は,中間濃度領域で
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